





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































sayenaGrdhrakntahparvata- rgjoyen c bhagavamstena
upasamkramad(384)(彼は山の王様・グリドラクータ山の世尊の所に近づい
た｡）
と説示されている。ここでもGrdhrak面輯を妙法華経は耆閣堀山と音訳し、
正法華経は霊鷲山と意訳している。
以上の点から明白なことは、Grdhrakntaを正法華経は見宝塔品で耆闇堀山
と訳しているだけで、他はすべて霊鷲山との訳語であり、一方、妙法華経は如
来涛麓品の二箇所で霊鷲山と訳し、他はすべて耆闇掘山との訳語である、とい
うことである。正法華経が見宝塔品で何故に耆闇堀山と訳したのかは分からな
い。ただ、妙法華経の場合の霊鷲山の語は、それが釈尊の久遠実成を説示した
（22）
羅什訳妙法華経の二三の問題（望月海淑）
すぐ後であるということに意味があるように思われる。すなわちそれは、如来
壽量品の説示は今までの説示とは内容を異にするということであろう。今まで
は始成正覚の釈尊の生命であったが、如来需量品では従地涌出品での地下の虚
空・豆k話aと地涌菩薩との説示により、現実を離れた真如の世界に説法の舞台
を移したということが重要なポイントであろう。一心欲見佛・不自惜身命とい
う時に釈尊がその前に姿を表す、という論理の展開には、説法の舞台が実在の
山であってはならない、そこに鳩摩羅什が如来壽量品の説示だけを霊鷲山とい
う意訳にした意図がくみ取れるように思われる。かかる点が妙法華経をもって
名訳だといわれる根拠になるのではなかろうか。
6結び
以上の論述で、antarikSaovaihgyasa・園k豆息aの三語の中で、注意して欲
しいことは、豆k目白aの使用例であり、特に地涌菩薩に関しての項目の所である。
何故ならば、多宝如来が出現し証明をするくだりでは且k韮aの語は使用され
ていないからであり、この語は正法華経が摂護土界と訳したように、特別な意
味が込められていると思うからである。多宝如来の出現や二佛並座の時は空中
での物語で、地涌菩薩の住所・並びに地涌菩薩が出現し、釈尊と多宝如来とが
おいでになる場所にいたった時に、始めて今までと同じ場所が豆kg"に変化
しているからであり、ここに如来涛量・久遠への道が切り開かれる展開が見ら
れるからである。地下の虚空とは法華経の信仰を軸として、この世と未来の世
との連関を暗示するものと思われるが、過去と現在と未来との繋がりが、この
ことなくしては考えられないと思われるからである。したがって、二処三会と
いう従来の法華経の見方は考え直さなければならないものと考える。
塔stnpaとcaityaの問題に関しても、如来神力品を鳩摩羅什が何故に塔と
訳したのか、実に不可思議に思われる。経典への信仰が法華経の説示の展開で
あることを思う時、これは重大な誤訳だったといわざるをえないのである。
（23）
羅什訳妙法華経の二三の問題（望月海淑）
如来涛避品で、鳩摩羅什はGrdhrakntaを霊鷲山と意訳している。これは
逆に大変な名訳だというべきものであろうと考えるところである。
注
(1)「法華経における虚空について」197～224(『佐々木孝窓博士・古稀記念論文集・
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岩本裕訳の『法華経上』には、「四つ辻の広場に赴いて」（上巻・167）とある。
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義。有・空・双亦・双非の四門の方法に依り、平等の理に契ふをいう、とある。
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